
安中市
安中の巨額詐欺事件とは
１９９５年５月　　安中市土地開発公社の経理担当を兼務する市の職員が
　　　　　　　　　　１９８７年から１９９５年にかけて、群銀から約４８億円を騙し取った事件が発覚。
　　　　　　　　　　安中の「巨額詐欺事件」と言われている。
　　　　　　　　　　市の公金からも約３億円を横領。総額５１億円にのぼる巨額詐欺・横領事件。

１９９６年４月　　市の元職員は起訴され、時効分を除いた約32億円分について、詐欺罪などで
　　　　　　　　　　　懲役14年の実刑判決を受けた。すでに仮釈放になっているらしい。

安中市の１００年ローンとは
【最長「100年ローン」で２４億円余返済　元職員詐欺事件】

１９９８年１２月　　群馬銀行が、騙し取られた33億8600万円とその利息の返済を土地開発公社
　　　　　　　　　　　 と安中市に求めていた民事訴訟の和解が98年12月9日、前橋地裁で成立。

          ①銀行側は返済請求額のうち、9億3600円と10数億円に上る利息と損害遅延金の支払いを免除。

           ②土地開発公社と安中市が連帯して残りの債務24億5000万円のうち、4億円を98年12月25日に
             支払い、1999年から10年間は2000万円ずつ分割で返済。
　　        その後は同公社の財政状況や経済情勢の推移を見ながら、
　　        年間支払額が2000万円を下回らない範囲で返済する。最長で100年かけての返済になる。
 

巨額詐欺事件の怪
・巨額になるまで公金着服を見過ごした公社と安中市の責任が問われていない。
・使途不明金が１４億～３８億もあるのに追求がされていない。
　８年間に５１億円着服すると１ヶ月あたり５３００万円も使うことになる。
　一人でこんなに使うのは無理。
　どこかに流れたか、隠し金があるはず

　市の公金や税金からではなく

金の行き先から回収して返済するのが筋
元職員を監督する立場の者は、市民に対して責任を取るべきだ！

合併は飛んで火にいる夏の虫
２００６年３月　　松井田町と安中市が合併
　　　　　　　　　　２００６年１２月時点の、１００年ローンの残高は、約１９．１億円

　　　　　　　　　　安中市と松井田町の人口比率で返済金を負担すると
　　　　　　　　　松井田町の負担額は約５億円になります。
　　　　　　　　　松井田町の１世帯あたり、約１０万円の負担になります。
　　　　　　　　（市が支払うのは一般会計からでなくても市民の財産から支払うのと同じ。）

新しい松井田町を考える会（新しい安中市も考える会）


